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昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
に
弘
前
市
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
た
旧
石
戸
谷
家
住
宅
は
、
平
成
一
六
年
（
二
○
○
四
）
に
所
有
者
か
ら
市
に
寄
贈

さ
れ
、
当
地
で
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
主
屋
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な
っ
た
た
め
、
同

二
一
年
（
二
○
○
九
）
に
緊
急
策
と
し
て
建
物
を
解
体
し
、
部
材
を
保
存
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
堀
越
城
跡
の
隣
接
地
に
移
築
し
て
公
開
す
る
と
と

も
に
、
堀
越
城
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
も
整
備
・
活
用
す
る
事
に
な
っ
た
。

移
築
復
元
工
事
を
同
二
七
年
（
二
○
一
五
）
度
か
ら
同
三
○
年
（
二
○
一
八
）
度
ま

で
行
い
、
外
構
工
事
を
令
和
元
年
（
二
○
一
九
）
度
に
実
施
し
た
。
令
和
二
年
（
二

○
二
○
）四
月
一
七
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
が
、
折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
は
行
わ
れ
ず
、
ひ
っ
そ
り
と
公
開
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

『
旧
石
戸
谷
家
住
宅
移
築
工
事
報
告
書）

1
（

』（
以
下
『
報
告
書
』
と
略
記
）
が
発
行
さ
れ

て
い
る
が
、
部
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
の
方
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
も
少

な
い
。
そ
こ
で
、
先
ず
同
家
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
と
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し

て
の
役
割
を
紹
介
し
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
周
知
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

旧
石
戸
谷
家
住
宅
は
元
々
は
弘
前
市
萢
中
（
現
弘
前
市
浜
の
町
東
二
丁
目
）
に
所

在
し
た
。
こ
の
住
宅
を
建
築
し
た
石
戸
谷
家
の
先
祖
は
、
種
里
村
（
現
鰺
ヶ
沢
町
種

里
町
）
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
萢
中
村
に
移
住
後
は
地
域
の
開
発
に

〔
施
設
紹
介
〕

旧
石
戸
谷
家
住
宅
―
堀
越
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て

 

生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
石
戸
谷
家
住
宅
―

福
井

　
敏
隆

貢
献
し
て
、「
萢
中
の
大お

お
や家

」
と
呼
ば
れ
、
藩
主
も
立
ち
寄
る
家
柄
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
津
軽
を
代
表
す
る
豪
農
で
あ
っ
た
。
主
屋
の
構
造
は
、
木
造
一
部
二

階
建
、
寄
棟
造
、
茅
葺
、
南
及
び
西
・
北
面
に
庇
付
、
亜
鉛
引
鉄
板
葺
で
あ
り
、
総

床
面
積
四
三
一
・
八
二
㎡
（
約
一
三
○
坪
）、
桁
行
二
九
・
五
九
ｍ
、
梁
間
一
一
・

四
五
ｍ
の
規
模
を
持
つ
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
建
築
と
い
う
家
伝
が
伝
え
ら

れ
て
来
た
が
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
二
一
日
の
年
紀
を
も
つ
「
普
請
中
請

払
帳）

2
（

」
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
軒
の
高
い
構
え
と
木
材
の
風
化
度
合
い
な
ど
か

ら
み
て
、
江
戸
時
代
末
期
の
一
九
世
紀
半
ば
に
建
築
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
現
存
す
る
江
戸
時
代
の
農
家
主
屋
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
規
模
を
有

す）
3
（

。『
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
五
所
川
原
市

湊
に
あ
る
平
山
家
住
宅
と
並
ん
で
、
津
軽
地
方
の
最
上
層
民
家
の
変
化
発
展
を
知
る

上
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
い
う）

4
（

。

　

そ
れ
で
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
の
中
身
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。
な
お
、
以
下

の
居
住
部
分
の
表
記
を
カ
タ
カ
ナ
に
し
た
の
は
、
古
民
家
調
査
の
基
本
表
記
に
倣
っ

た
た
め
で
あ
る
事
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
先
ず
中
に
入
る
と
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
堀
越
城
跡
の
復
元
模
型
が
入
館
者
を
出
迎
え
て
く
れ
る
。

左
隅
が
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
本
来
ト
グ
チ
と
呼
ば
れ
た

所
で
あ
る
。
右
に
進
む
と
、
ウ
マ
ヤ
で
あ
っ
た
部
分
が
展
示
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

六
室
あ
り
、
旧
石
戸
谷
家
で
は
最
大
で
六
頭
の
馬
を
飼
育
し
て
い
た
事
が
わ
か
り
興

味
深
い
。
時
計
と
反
対
回
り
に
「
一　

為
信
と
堀
越
城
」「
二　

堀
越
城
と
は
」「
三　

発
掘
さ
れ
た
堀
越
城
」「
四　

城
内
の
様
相
」「
五　

よ
み
が
え
る
堀
越
城
」「
六　

企
画
展
示
」
の
六
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
展
示
パ
ネ
ル
の
説
明
を
読
ん
で

い
く
と
、
為
信
の
城
「
堀
越
城
」
に
つ
い
て
紐
解
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
一
」
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で
は
「
為
信
の
出
現
」
か
ら
「
弘
前
城
へ
の
移
転
」、
そ
し
て
そ
の
後
の
「
古
城
の

時
代
」
を
紹
介
し
て
い
る
。「
二
」
で
は
「
堀
越
城
前
後
の
堀
越
の
よ
う
す
」
や
「
津

軽
歴
代
の
城
の
よ
う
す
」
を
紹
介
し
て
お
り
、
発
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
中
世
の
遺

物
の
展
示
も
あ
る
。「
三
」
で
は
「
史
跡
指
定
」
か
ら
「
発
掘
調
査
」
に
至
る
経
緯
と
、

調
査
で
判
明
し
た
「
堀
越
城
の
特
徴
」
な
ど
を
紹
介
し
て
お
り
、
出
土
品
の
展
示
も

あ
る
。
旧
石
戸
谷
家
の
展
示
パ
ネ
ル
が
次
に
続
く
。「
四
」
で
は
「
戦
の
場
」、「
儀

礼
の
場
」、「
生
活
の
場
」
と
、
様
々
な
顔
を
も
つ
堀
越
城
の
よ
う
す
を
紹
介
し
て
い

る
。「
五
」
で
は
、「
現
代
の
築
城
」
の
方
法
や
、
地
域
と
と
も
に
未
来
へ
歩
む
堀
越

城
の
姿
を
紹
介
し
て
お
り
、
堀
越
城
の
復
元
し
た
土
塁
の
工
事
状
況
が
分
か
る
の
は

貴
重
で
あ
る
。「
六
」
は
、
堀
越
城
で
交
差
す
る
様
々
な
「
歴
史
上
の
人
物
」
を
語

る
貴
重
な
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
為
信
が
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
、
国
の
重
要
文
化

財
の
太
刀
銘
友
成
作
の
拵
の
複
製
や
、
木
造
豊
太
閤
坐
像（
市
指
定
有
形
文
化
財（
彫

刻
））
の
複
製
、
さ
ら
に
は
市
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
で
、
関
ヶ
原
の
合

戦
に
出
陣
し
た
際
に
使
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
旗
指
物
の
複
製
が
目
を
引
く
。

　

展
示
を
見
終
わ
っ
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
戻
っ
て
来
る
と
、
右
手
に
は
か
つ
て
の
ニ

ワ
部
分
が
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
堀
越
城
と
旧
石
戸
谷
家
住
宅
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
コ
ギ
ン
刺
し
、
組

子
細
工
、
漆
塗
り
体
験
な
ど
の
制
作
体
験
を
行
え
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
十
分
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
あ
る
。
な
お
ニ
ワ
部
分
右
手
奥
の
イ
ナ
ベ
ヤ
は
農
具
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
あ

る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
左
手
は
、
復
元
さ
れ
た
石
戸
谷
家
住
宅
そ
の
も
の
を
見
学
す

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
履
き
物
を
脱
い
で
、
板
の
間
の
休
憩
所
と

な
っ
て
い
る
か
つ
て
の
ダ
イ
ド
コ
に
上
が
っ
て
、
天
井
を
見
上
げ
る
と
、
茅
葺
き
屋

根
の
小
屋
組
を
望
め
る
。
縄
が
し
っ
か
り
と
茅
を
梁
に
巻
き
付
け
て
留
め
て
い
る
よ

う
す
を
見
て
欲
し
い
。
次
の
間
は
チ
ャ
ノ
マ
で
、
こ
こ
か
ら
畳
敷
き
の
部
屋
と
な

る
。
そ
の
奥
が
ナ
ガ
ザ
シ
キ
、
左
手
が
コ
ザ
シ
キ
、
そ
の
奥
の
角
は
イ
ン
キ
ョ
で
、

ご
隠
居
さ
ん
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
ナ
カ
ザ
シ
キ
の
右
手
奥
は
オ
ク
ザ
シ
キ
で
あ
る
。

ナ
ガ
ザ
シ
キ
と
オ
ク
ザ
シ
キ
の
間
は
襖
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
襖
絵
は
弘
前
市
西
茂

森
の
鳳
松
院
二
九
世
住
職
で
、
画
家
で
も
あ
っ
た
故
黒
滝
大
休
氏
の
画
い
た
屏
風
絵

（
種
里
山
鳳
松
院　

老
松
図
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
の
襖
絵
は
痛
み
が
激

し
く
使
用
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
同
家
と
鳳
松
院
の
繋
が
り
を
伝
え
る
作

品
で
あ
る
。
両
ザ
シ
キ
の
西
側
に
は
エ
ン
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
西
は
、
主
屋

解
体
時
に
残
さ
れ
て
い
た
景
石
な
ど
を
使
用
し
て
作
庭
し
た
、
大
石
武
学
流
庭
園

（
監
修
は
宗
家
木
村
亭
星
氏
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
初
の
主
屋
所
在
地
の

庭
園
の
荒
廃
が
著
し
く
、
原
形
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
主
屋

建
築
と
同
時
期
に
津
軽
地
方
に
流
布
し
て
い
た
と
さ
れ
る
大
石
武
学
流
の
庭
園
を
整

備
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

堀
越
城
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
石
戸
谷
家
住
宅
は
、

入
り
口
の
右
側（
東
側
）が
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
左
側（
西
側
）

が
津
軽
地
方
の
豪
農
屋
敷
を
体
験
出
来
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
開
館
期
間
は
四
月

一
七
日
か
ら
一
一
月
二
三
日
ま
で
で
あ
る
の
で
、
是
非
訪
れ
て
欲
し
い
施
設
で
あ
る
。

駐
車
場
も
完
備
し
て
お
り
入
場
料
は
無
料
で
あ
る
。
旧
石
戸
谷
家
住
宅
を
堪
能
し
た

ら
、
隣
接
す
る
堀
越
城
跡
も
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
て
欲
し
い
。
本
丸
跡
の
展
望
デ
ッ

キ
か
ら
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
岩
木
山
が
ほ
ぼ
真
正
面
に
望
め
る
。
ま
た
、
三
の
丸

の
展
望
デ
ッ
キ
に
立
つ
と
、
為
信
が
津
軽
統
一
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
攻
略
し
た

石
川
城
跡
も
望
め
る
。
為
信
の
見
た
景
色
を
体
感
出
来
る
の
が
堀
越
城
跡
で
あ
る
。
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な
お
、
末
筆
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
で
、
紹
介
が
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び

し
た
い
。

写真①　旧石戸谷家住宅（以下、④以外は筆者撮影）

写真③　太刀銘友成作の拵（複製）

写真②　展示パネル（為信から信枚へ、そして弘前城へ）

写真④　木造豊太閤坐像（複製）・文化財課提供写真⑥　オクザシキから見た襖絵

写真⑤　茅葺き屋根の小屋組
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註（
1
）『
弘
前
市
指
定
有
形
文
化
財　

旧
石
戸
谷
家
住
宅
移
築
工
事
報
告
書
』（
令
和
二
年

（
二
○
二
○
）
三
月
二
三
日
・
弘
前
市
教
育
委
員
会
）。

（
2
）
小
山
連
一
「
弘
前
・
石
戸
谷
家
住
宅
と
そ
の
普
請
帳
に
つ
い
て
」（
昭
和
六
○
年
（
一

九
八
五
）
一
一
月
の
日
本
建
築
学
会
東
北
支
部
研
究
発
表
会
の
レ
ジ
ュ
メ
に
よ
る
）。

（
3
）
前
掲
（
1
）
第
八
章
総
括
。
な
お
、
旧
石
戸
谷
家
住
宅
の
規
模
な
ど
に
関
す
る
主

要
寸
法
、
建
築
推
定
年
代
や
文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
1
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
及
び
、
同
書
の
全
体
監
修
者
で
も
あ
る
史
跡
津
軽
氏
城
跡
堀
越
城

跡
整
備
指
導
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
大
野
敏
氏
（
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
教
授
）
の

見
解
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
旧
石
戸
谷
家
住
宅
の
移
築
復
元
工
事
に
関
わ
る
記
述
部

分
で
は
、
弘
前
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
小
石
川
透
氏
の
協
力
を
得
た
。
特
に
記

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
4
）
前
掲
（
1
）
第
八
章
総
括
。

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か　

弘
前
市
文
化
財
審
議
委
員
長
）


